
　
　
本
年
１
月
８
日
か
ら
の
大

雪
は
、
平
成
30
年
２
月
の
大
雪

に
迫
る
激
し
い
降
り
方
と
な

り
、
生
活
必
需
品
の
不
足
（
食

料
等
）の
品
切
れ
が
相
次
い
だ
。

ま
た
、
除
雪
用
重
機
に
使
用
す

る
燃
料
（
軽
油
）
の
確
保
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
今
回
、
こ
の

軽
油
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　
道
路
状
況
が
悪
く
て
福
井
臨

港
の
備
蓄
基
地
か
ら
勝
山
ま
で

の
輸
送
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
。
私
は
、
市
内
の
石
油

業
者
に
お
願
い
を
し
、
福
井
市

に
あ
る
輸
送
基
地
ま
で
小
型

ロ
ー
リ
ー
で
往
復
し
て
も
ら

い
、
何
と
か
軽
油
を
確
保
し
た

が
、
莫
大
な
時
間
を
要
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
内
の
石
油
業
者

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
石
油
タ

ン
ク
の
切
り
替
え
に
よ
り
、
軽

油
の
備
蓄
量
を
増
や
す
案
。
こ

れ
で
約
60
キ
ロ
リ
ッ
タ
ー
の
量

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
市

内
の
石
油
業
者
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
前
向
き
の
返
事
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
石
油
業
者
に
お

願
い
し
、
備
蓄
量
を
増
や
す

案
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
勝
山
市
は
嶺
北
石
油
組
合

災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
災
害
時
等
に
は
嶺
北
石
油

組
合
員
の
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
今
回
の

よ
う
に
市
外
か
ら
の
輸
送
が
滞

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
市
内

全
体
の
軽
油
量
が
不
足
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
議
員
ご
提
案
の
給
油
所
の
既

存
灯
油
タ
ン
ク
と
軽
油
タ
ン
ク

の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
は
、
そ

の
分
備
蓄
を
減
ら
し
た
灯
油
へ

の
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
今
後
、
嶺
北
石
油
組
合

の
意
見
も
聞
い
て
い
き
た
い
。

　
　
１
月
の
大
雪
で
、
作
業
を

担
う
建
設
業
界
は
、
人
手
不
足

と
高
齢
化
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
同

様
に
、
業
者
そ
の
も
の
の
育
成

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
は
、
２

０
１
８
年
の
１
９
１
名
に
対

し
、
２
０
２
１
年
は
１
８
９
名

で
大
き
な
減
少
は
な
い
が
、
早

朝
除
雪
の
作
業
時
間
が
長
く
な

り
、
交
代
要
員
が
い
な
い
中

で
、
除
雪
業
者
や
作
業
を
担
う

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
々
に
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
暖
冬
時
で
も
業
者

が
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
、
ま

た
、
予
想
さ
れ
る
人
材
不
足
や

高
齢
化
も
踏
ま
え
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
人
材
育
成
支
援
や
人
件

費
を
保
証
す
る
制
度
に
つ
い
て

継
続
し
て
研
究
し
、
国
や
県
に

対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
今
回
の
大
雪
で
、
融
雪
装

置
が
有
効
に
作
動
し
な
か
っ
た

地
区
、
除
雪
車
が
入
れ
な
か
っ

た
地
区
は
、
区
長
が
中
心
に
自

主
的
に
、
市
道
や
狭
い
道
路
の

除
雪
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

市
に
代
わ
っ
て
市
道
等
の
除
排

雪
に
協
力
し
た
地
区
を
対
象
に

補
助
金
を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
各
地
区
や
各
自
主
防
災
組

織
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
が
冬
期
間
の
道
路
の
安

全
な
通
行
確
保
の
た
め
に
行
う

除
雪
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る

「
勝
山
市
除
雪
活
動
費
助
成

金
」
制
度
が
あ
り
、
今
年
度

は
、
29
区
に
助
成
し
た
。
　

　
し
か
し
、
今
冬
の
よ
う
に
雪

害
対
策
本
部
等
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
な
大
雪
時
に
は
、
地
区
の

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
助
成
の
拡
充
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
市
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
推
奨
し
て
い
て
、
ス
マ
ホ

な
ど
で
支
払
い
が
で
き
る
お
店

が
増
え
て
い
る
。
た
だ
、
子
ど

も
に
は
現
金
を
持
つ
機
会
が
減

る
こ
と
で
、
お
釣
り
を
す
ぐ
に

計
算
で
き
な
い
な
ど
の
影
響
が

あ
る
よ
う
だ
。

　
教
育
の
中
で
の
お
金
に
対
す

る
勉
強
の
内
容
と
、
現
代
の
子

ど
も
の
金
銭
感
覚
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る

金
銭
教
育
で
は
、
電
子
マ
ネ
ー

に
つ
い
て
触
れ
た
り
、
買
い
物

の
仕
組
み
や
消
費
者
の
役
割
、

物
や
金
銭
の
大
切
さ
と
計
画
的

な
使
い
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
り

し
て
い
る
。
家
庭
と
の
連
携
を

は
か
り
、
学
校
教
育
の
様
々
な

場
面
を
と
ら
え
て
、
Ｉ
Ｔ
化
の

進
む
社
会
的
変
化
の
中
で
も
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
金
銭
感
覚
を
身

に
つ
け
た
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
い
く
。

　
　
冬
の
取
立
山
は
登
り
や
す

く
眺
め
が
よ
い
と
登
山
者
の
中

で
は
有
名
だ
が
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
少
な
い
た
め
に
、
路
肩
に

止
め
る
車
が
多
々
あ
り
、
危
険

な
状
態
で
あ
る
。

　
事
故
が
起
き
る
前
に
、
現
在

の
駐
車
場
を
も
う
少
し
広
げ
る

か
、
他
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
な
い
か
。

　
　
東
山
い
こ
い
の
森
入
口
付

近
の
国
道
横
に
あ
る
駐
車
場

は
、
遊
歩
道
利
用
者
の
た
め
に

整
備
さ
れ
た
も
の
で
台
数
が
限

定
的
で
あ
り
、
天
気
の
良
い
週

末
は
国
道
の
路
肩
に
駐
車
す
る

状
況
に
な
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
。
付
近
に
あ
っ
た
民
宿
跡

地
の
駐
車
場
を
借
り
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
も
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
、
安
全
な
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
向
け
て
、
国
道
を

管
理
し
て
い
る
奥
越
土
木
事
務

所
な
ど
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　
昨
年
度
締
結
し
た
「
ふ
く

い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
」

は
、
福
井
市
中
心
の
連
携
事
業

と
な
っ
て
い
る
が
、
福
井
市
以

外
の
市
町
と
の
連
携
は
可
能

か
。
複
数
の
自
治
体
が
連
携

し
、
行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
な

い
広
域
な
範
囲
で
の
連
携
を
図

り
、
し
か
も
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に

連
携
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
戦
略

的
に
選
択
す
る
「
選
べ
る
広
域

連
携
」
を
、
逆
に
言
え
ば
勝
山

市
が
「
選
ば
れ
る
広
域
連
携
」

が
大
事
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
に
お
い

て
事
業
決
定
を
受
け
れ
ば
連
携

も
可
能
。
地
方
都
市
で
は
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
人
材
や
産
業
な
ど
の
地
域

資
源
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
る

中
、
政
策
推
進
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
、
自
治
体
間

の
連
携
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
選
ば
れ
る
勝
山
市
の

実
現
に
向
け
た
各
政
策
を
推
進

す
る
中
で
、
市
民
福
祉
の
向
上

に
お
い
て
連
携
自
治
体
相
互
が

W
in

・W
in

と
な
る
連
携
を
推

進
し
て
い
く
。

　
　
勝
山
高
校
の
入
学
志
願
者

数
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
ず
っ
と
定

員
割
れ
が
続
い
て
い
る
。
今
後

の
勝
山
高
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
こ
の
ほ
ど
の
県
議
会
で
の

県
教
育
長
の
「
勝
山
高
校
に
中

学
併
設
了
承
」
の
答
弁
が
あ

り
、
市
要
望
が
容
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
機
に
、
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
で
新
し
い
勝
山
高
校
を
創
る

思
い
で
、
勝
山
高
校
を
地
域
と

共
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
今
後
の
勝
山
高
校
に
と
っ

て
最
大
の
改
革
と
な
り
、
県
と

勝
山
市
の
最
大
の
共
同
作
業
と

な
る
の
は
、中
高
併
設
・
連
携
の

実
現
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
具
体
的
な
協

議
に
入
っ
て
い
く
が
、
連
携
効

果
を
最
大
限
発
揮
し
て
大
き
な

成
果
を
出
せ
る
よ
う
、
そ
し
て

夢
の
あ
る
新
し
い
中
学
校
の
誕

生
と
、
正
に
新
し
い
勝
山
高
校

の
創
造
へ
向
け
て
尽
力
し
て
い

く
。
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● 選べる自治体広域連携について
● 勝山高校の魅力度アップについて

その他の質問
・市役所の職員力・組織力について
・地域おこし協力隊のマネジメントについて

● キャッシュレス化の子どもへの影響について
● 取立山登山口の冬の駐車スペースについて

その他の質問
・コロナワクチンの副反応への対処について
・小学校の高学年教科担任制導入への対応について
・「男女共同参画」の今後について

● 大雪時における除雪体制について

その他の質問
・屋根雪下ろしについて
・市内小中学校の再編について

● 雪害対策について

７ 議会だより  かつやま ７９号（２０２１年４月） ８議会だより  かつやま ７９号（２０２１年４月）


